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深
澤
　
昌
夫
（
ふ
か
さ
わ
・
ま
さ
お
）
１
９

６
３
年
生
ま
れ
、
盛
岡
一
高
か
ら
東
北
大
学

へ
進
学
。
同
大
大
学
院
博
士
課
程
後
期
中
退
。

八
戸
高
専
を
経
て
現
職
。
専
門
は
江
戸
時
代

の
文
学
と
芸
能
。
１
９
９
８
年「
近
松
の
研
究
」

で
歌
舞
伎
学
会
奨
励
賞
受
賞
。
日
本
文
学
科

長
・
図
書
館
長
・
大

学
院
研
究
科
長
等
を

歴
任
。
現
在
、
宮
城

学
院
理
事
、
評
議
員
、

副
学
長
を
務
め
る
。

学
芸
学
部
日
本
文
学

科
教
授
。

　
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者

は
、
２
０
１
１
年
に
は
６
２
２
万

人
で
し
た
が
、
２
０
１
９
年
に
は

３
１
８
８
万
人
と
、
５
倍
に
増
え

ま
し
た
。
そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
国
内
外
の
往
来
は
制
限
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
も
終
息
し
た
今
、
外
国
人
観
光

客
は
再
び
日
本
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
政
府
も
２
０
３
０
年
ま
で
に

訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
６
０
０
０

万
人
に
ま
で
増
や
す
目
標
を
立
て

て
い
ま
す
。
折
し
も
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
は
「
２
０
２
３

は
何
か
？
」
を
問
い
、「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
概
念
を
更
新

し
、
社
会
が
必
要
と
し
て
い
る
知

識
と
ス
キ
ル
、
そ
し
て
積
極
的
に

物
事
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
姿
勢
を

身
に
つ
け
、
広
く
社
会
の
発
展
に

寄
与
、
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成

し
ま
す
。

　
一
方
、
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
で

は
、
既
存
の
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科

か
ら
、
特
に
観
光
分
野
の
学
び
を

充
実
・
発
展
・
独
立
さ
せ
、
観
光

ビ
ジ
ネ
ス
学
科
を
立
ち
上
げ
る
予

定
で
す
（
仮
称
、
設
置
構
想
中
）。

深澤　昌夫

史
的
・
文
化
的
資
源
が
持
っ
て
い

る
価
値
と
可
能
性
を
掘
り
起
こ

し
、
観
光
分
野
で
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
価
値
を
創
出
・
創
造
で
き
る
人

材
、
そ
し
て
今
後
人
口
減
少
が
急

速
に
進
行
す
る
で
あ
ろ
う
、
こ
の

東
北
地
方
の
地
域
振
興
や
観
光
振

興
に
寄
与
、
貢
献
し
う
る
人
材
の

育
成
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
現
代
ビ
ジ
ネ
ス

学
部
は
、
経
済
学
や
経
営
学
を
学

ぶ
こ
と
の
で
き
る
現
代
ビ
ジ
ネ
ス

学
科
と
、
総
合
的
に
観
光
学
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
観
光
ビ
ジ
ネ
ス

学
科
（
仮
称
）
の
２
学
科
体
制
と

な
り
、
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
全
体

の
学
び
は
よ
り
い
っ
そ
う
充
実
し

た
も
の
に
な
り
ま
す
。

　
宮
城
学
院
女
子
大
学
は
、
女
性

の
社
会
進
出
と
社
会
的
自
立
を
支

援
し
、
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
す
る

高
等
教
育
機
関
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
も
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
大
学
改
革

を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

英
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科
（
仮
称
、設
置
構
想
中
）
は
、

明
治
19
年
（
１
８
８
６
）
の
宮
城

女
学
校
設
立
か
ら
昭
和
24
年
（
１

９
４
９
）
開
設
の
学
芸
学
部
英
文

学
科
ま
で
、
連
綿
と
続
く
英
語
教

育
の
歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な

が
ら
、
学
び
の
中
核
に
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か
？
」
と

い
う
問
い
を
置
き
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
今
日
的
に
再
編
、
ア
ッ
プ
デ

ー
ト
し
た
学
科
で
す
。

　
現
代
社
会
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
進
展
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
広

範
な
普
及
に
よ
っ
て
、
個
人
と
世

界
の
距
離
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど

「
近
く
」
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

そ
の
反
面
、
現
実
世
界
に
お
け
る

対
人
・
対
面
・
直
接
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
希
薄
に
な
っ
て

い
き
、
様
々
な
理
由
か
ら
直
接
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
避
け

る
傾
向
す
ら
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

「
顔
」
の
見
え
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
日

常
的
に
多
発
、頻
発
し
て
い
ま
す
。

　
英
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
（
仮
称
）
は
、
社
会
生
活

に
必
要
な
能
力
と
し
て
こ
れ
だ
け

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
求

め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
必
ず
し
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
十
全
に
機
能
し
て
い
る
と

は
言
え
な
い
状
況
に
あ
っ
て
、
改

め
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

宮
城
学
院
１
４
０
周
年

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

宮城学院女子大学
副学長

　
宮
城
学
院
女
子
大
学
は
、
学
院

創
立
１
４
０
周
年
を
迎
え
る
２
０

２
６
年
４
月
、
学
部
と
し
て
は
最

も
歴
史
の
あ
る
学
芸
学
部
（
１
９

４
９
年
開
設
）
と
最
も
新
し
い
現

代
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
（
２
０
１
６
年

開
設
）の
２
学
部
で
学
科
の
改
組
・

増
設
を
行
い
、
宮
城
学
院
の
歴
史

に
新
た
な
一
歩
を
刻
む
予
定
で

す
。

　
２
０
２
６
年
４
月
開
設
予
定
の

連載 57

分
野
は
観
光
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
東
北
地
方
は
観
光
開
発
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
振
興
で
後
れ
を
取
っ

て
い
ま
す
。
地
方
が
抱
え
る
大
き

な
問
題
の
一
つ
に
、
観
光
面
で
企

画
・
戦
略
・
経
営
を
担
う
人
材
が

必
ず
し
も
十
分
で
な
い
、
と
い
う

年
に
行
く
べ
き
世
界
の
52
カ
所
」

の
第
２
位
に
岩
手
県
盛
岡
市
を
選

出
し
ま
し
た
。
ま
た
２
０
２
４
年

の
「
52
カ
所
」
の
第
３
位
に
は
山

口
県
山
口
市
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
今
後
、
大
都
市
圏
か
ら
離

れ
た
地
方
で
も
期
待
で
き
る
産
業

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
（
仮

称
）
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、

た
ん
に
観
光
業
や
旅
館
・
宿

泊
・
飲
食
業
界
へ
の
人
材
供

給
に
と
ど
ま
ら
ず
、
私
た
ち

が
暮
ら
し
て
い
る
地
域
の
歴


